
同
志
社
の
学
衞
・
文
化
刊
行
物

基
督
研
究
、

聾
吋
事

翆
聾
貧

葦
与
膚

1
令
卦
"
'
薯
鹸

究
高
度
の
学
術
繋
で
五
十
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ

も
の
は
そ
う
多
く
は
な
い
と
思
う
。
『
基
督
教
研
究
』

の
創
刊
号
が
で
き
九
の
は
、
大
正
十
二
年
十
一
月
で

あ
る
か
ら
、
こ
の
耿
で
ち
ょ
う
ど
満
五
十
二
年
に
な

'
薯
豊
針
靈

余
.
肯
d
1
ー

負
陵
鳳
骨

{
集

ー
.
▲
'
゛

興

る
0
 
神
学
部
は
同
志
社
創
立
の
と
き
余
科
と
し
て
出

発
し
た
か
ら
、
そ
の
歴
史
は
来
年
で
百
年
に
な
る

そ
の
な
か
ば
か
ら
同
人
を
お
も
な
執
筆
者
と
す

.
>
、

力る
こ
の
雑
誌
が
発
刊
さ
れ
九
わ
け
で
あ
る
。
大
正
十

二
年
と
い
え
ば
関
東
大
歴
災
の
あ
っ
た
年
で
あ
り
、

そ
の
九
め
に
こ
れ
は
一
ケ
月
お
く
れ
て
発
刊
さ
れ
た

と
編
集
後
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。
大
正
十
五
年
九
月

に
ラ
イ
プ
ッ
イ
ヒ
発
行
の
神
学
雑
霧
巻
頭
に
ハ

ス
は
半
頁
を
賓
や
し
て
『
基
督
教
研
究
』
を
紹
介
し

て
い
る
。
戦
時
中
の
紙
不
足
に
よ
り
出
版
界
に
十
分

な
紙
の
支
給
が
な
か
っ
九
時
も
、
こ
れ
は
そ
の
業
績

が
評
価
さ
れ
、
従
来
と
同
様
に
そ
の
支
給
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
九
。

藝
豊
覇
尋

貞
'
熱

、
倉
麗
塗

さ
て
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
に
発
刊
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
当
時
の
神
学

部
長
芦
田
慶
治
は
発
刊
の
辞
の
な
か
に
つ
ぎ
の
二
点

を
あ
げ
て
い
る
。
一
つ
は
わ
が
国
の
キ
リ
ス
ト
者
の

宗
教
経
験
に
基
づ
い
た
思
想
的
表
現
と
し
て
の
神
学

の
実
現
で
あ
り
、
二
つ
は
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の

学
的
知
識
を
広
く
世
に
普
及
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る

と
0

創
刊
号
の
論
文
は
、
大
塚
節
治
「
神
学
の
性
質
の
概

観
」
、
浜
田
与
助
「
永
生
に
関
す
る
哲
学
的
考
察
」
、

カ
ー
ブ
「
原
始
基
督
教
に
於
け
る
教
会
の
意
味
」
、

杉
浦
儀
一
郎
「
原
始
基
督
教
の
背
景
1
密
儀
教
1
」

ク
ロ
ウ
チ
「
経
済
問
題
に
対
す
る
教
会
の
態
度
の
変

遷
」
倉
再
賜
訳
)
、
本
宮
弥
兵
衛
「
宗
教
教
育
の
遺

伝
学
的
基
礎
」
で
あ
る
。
第
二
号
に
は
新
し
い
執
筆

陣
と
し
て
ビ
ー
・
エ
フ
・
シ
ャ
イ
ヴ
リ
ー
「
{
示
教
々

育
の
哲
学
」
、
片
桐
哲
マ
ハ
レ
ス
チ
ナ
に
お
け
る
原

始
民
族
と
其
宗
教
」
、
富
森
京
次
「
天
災
と
宗
教
文

学
」
、
金
子
白
夢
「
ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
の
詩
に
現
れ
九

る
宗
教
思
想
」
、
有
賀
鉄
太
郎
「
宗
教
に
お
け
る
分

類
の
問
題
」
、
第
三
号
に
は
イ
・
エ
ス
・
カ
ー
ブ
、

「
新
約
聖
書
に
お
け
る
知
識
の
意
義
」
(
其
一
)
、
魚
木

忠
一
「
卜
四
五
世
紀
基
督
教
会
の
二
大
傾
向
」
、
ヴ

イ
テ
「
最
近
独
逸
に
於
け
る
宗
教
運
動
」
が
登
場
し

督纏
,昼隻Ⅱ

越0
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九
。
そ
の
の
ち
ラ
ル
ネ
デ
「
我
国
に
於
け
る
神
学
教

育
」
、
菅
円
吉
「
教
会
の
宗
教
学
的
一
考
察
」
、
森
川

正
雄
「
プ
ロ
テ
ィ
ヌ
ス
の
事
蹟
」
、
薗
川
四
郎
「
口

.
、

ー
ト
.
ブ
ラ
ウ
ニ
ン
グ
」
、
中
島
重
「
基
督
教
と

社
会
問
題
」
、
杉
山
元
治
郎
「
農
村
社
会
問
題
と
農

村
伝
道
」
、
山
谷
省
吾
「
使
徒
バ
ウ
ロ
と
彼
の
霄
翰
L

薪
約
特
殊
講
座
そ
の
他
が
あ
ら
わ
れ
た
0
 
第
五
巻
第

二
号
は
満
五
十
二
年
に
わ
九
る
同
志
社
に
お
け
る
教

職
生
活
を
終
え
て
帰
米
す
る
ラ
ー
ネ
ッ
ド
教
授
に
退

職
記
念
号
と
し
て
さ
さ
げ
ら
れ
、
昭
和
三
年
三
月
に

刊
行
さ
れ
た
。
巻
頭
に
柔
和
と
知
性
に
あ
ふ
れ
た
面

影
を
し
の
ぶ
写
真
が
か
か
げ
ら
れ
、
か
れ
の
祈
り
が

記
さ
れ
て
ぃ
る
。
そ
れ
以
後
同
人
と
し
て
竹
中
勝
男

が
加
わ
り
、
ほ
か
に
執
筆
者
と
し
て
二
宮
源
兵
、
浅

地
昇
、
今
井
新
太
郎
、
清
水
安
三
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

バ
ウ
ク
、
日
野
真
澄
、
今
井
仙
一
、
平
井
政
夫
、

.御
木
本
睦
二
、
今
泉
真
幸
、
神
田
盾
夫
、
大
島
豊
、
ケ

ー
ス
、
九
里
要
三
、
村
岡
景
夫
、
物
井
常
五
郎
、
海

野
幸
徳
を
あ
げ
う
る
。
こ
れ
ま
で
に
あ
げ
九
執
筆
者

だ
け
を
と
り
あ
げ
て
み
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
神
学
、

教
会
、
教
育
社
会
事
業
文
学
の
領
域
に
あ
っ
て
、

開
拓
者
と
し
て
あ
る
い
は
指
導
者
と
し
て
活
動
し
九

人
々
で
あ
り
か
れ
ら
の
思
想
的
結
実
が
『
基
督
教
研

究
』
に
あ
ら
わ
れ
九
こ
と
を
思
う
と
感
慨
が
深
い
0

昭
和
八
年
以
耕
し
い
執
筆
者
と
し
て
高
橋
虔
、

山
崎
亨
、
森
本
芳
雄
、
加
藤
謙
爾
原
田
信
夫
、
平

石
善
司
、
嶋
田
啓
一
郎
、
村
上
俊
、
松
山
三
郎
、

小

田
実
が
論
文
を
掲
載
し
て
い
る
。
第
十
五
巻
第
一

二
号
は
故
芦
田
慶
治
記
念
号
と
し
て
昭
和
十
二
年
十

月
に
刊
行
さ
れ
た
が
、
は
じ
め
て
日
本
に
バ
ル
ト
神

学
を
紹
介
し
た
同
氏
が
、
バ
ル
ト
「
口
ー
マ
需
解
L

゛
＼ノ

の
翻
訳
に
あ
た
っ
た
様
子
が
え
が
か
れ
て
い
て
興
味

が
あ
る
。
こ
の
た
め
の
会
合
は
毎
週
金
曜
日
に
開
か

れ
た
が
、
朝
の
九
時
か
ら
夜
九
時
ま
で
に
お
よ
ん
だ

と
い
う
。
昭
和
十
八
年
十
一
月
第
二
十
巻
第
四
号
と

し
て
日
野
真
澄
教
授
記
念
号
が
発
行
さ
れ
た
の
ち
、

昭
和
十
九
年
四
月
第
二
十
一
巻
第
言
ぢ
と
し
て
「
宮

川
実
践
神
学
講
座
記
念
」
、
同
二
十
一
年
三
月
に
第

二
十
二
巻
第
冒
万
と
し
て
「
海
老
名
日
本
神
学
講
座

記
念
」
、
同
年
十
二
月
に
同
二
号
と
し
て
「
小
崎
基

督
教
神
学
講
座
記
念
」
が
発
行
さ
れ
た
。
こ
こ
に
日

本
神
学
創
設
の
萠
芽
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

神
学
部
長
と
し
て
大
下
角
一
が
就
任
し
九
の
は
、

昭
和
二
十
三
年
六
月
で
あ
り
、
そ
れ
以
来
神
学
部
に

お
け
る
実
践
神
学
的
関
心
は
一
層
深
ま
っ
た
と
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
昭
和
二
十
五
年
一
月
の
第
二
十

四
巻
第
言
方
に
は
、
同
氏
の
「
現
代
に
お
け
る
教
会

の
メ
ッ
セ
ー
ヂ
L
 
や
民
族
重
太
郎
「
イ
ス
ラ
エ
ル
天

地
創
謂
話
に
つ
い
て
し
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
昭

和
二
十
五
年
以
降
現
在
の
神
学
部
教
授
山
崎
亨
、
土

居
真
俊
、
グ
ウ
ィ
リ
ム
・
ロ
イ
ド
、
遠
藤
影
、
緒
方

純
雄
、
飯
峯
明
、
竹
中
正
夫
、
幸
日
出
男
、
土
肥
昭

夫
、
樋
口
和
彦
、
石
井
裕
二
、
深
田
未
来
生
、
野
本

真
也
、
橋
本
滋
男
、
平
野
節
郎
、
藤
代
の
論
文
が
掲

載
さ
れ
始
め
た
。
梶
嘉
一
郎
の
教
育
学
に
関
す
る
論

文
も
あ
る
。
昭
和
三
十
二
年
三
月
の
第
二
十
九
巻
第

三
・
四
号
は
夏
期
教
役
者
協
議
会
特
集
で
あ
り
、
第

三
十
巻
第
四
号
以
後
し
ぱ
ら
く
の
間
年
一
回
位
英
文

号
が
発
行
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
九
年
六
月
の
第
三
十

三
巻
第
二
号
は
特
集
「
産
業
社
会
に
お
い
て
の
教
会

の
責
任
」
、
昭
和
三
十
九
年
十
一
月
の
第
三
十
三
巻

第
三
号
は
特
集
「
神
の
民
1
そ
の
聖
書
と
歴
史
に

お
け
る
意
味
1
」
、
昭
和
四
十
年
六
月
の
第
三
十

四
巻
第
冒
ぢ
は
特
集
「
聖
餐
論
の
史
的
諸
問
題
」
で

あ
っ
九
。

つ
ぎ
の
半
世
紀
に
向
か
っ
て
創
刊
の
意
図
で
あ
る

日
本
人
に
よ
る
独
自
の
神
学
の
建
設
と
キ
リ
ス
ト
教

に
関
す
る
学
的
普
及
の
た
め
、
同
人
は
決
意
を
新
た

に
し
て
い
る
。

(
藤
代
泰
三
・
大
学
神
学
部
教
授
)
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